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○
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に

関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
条
例
の
改
正
、
廃
止
を
す
る
と
と
も

に
、
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る

経
過
措
置
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
す
る
と
と
も
に
、
定
年
退

職
者
等
の
再
任
用
に
関
す
る
経
過
措
置
を

定
め
る
も
の
で
す
。

令
和
４
年
給
与
改
定

　

次
の
条
例
３
件
は
人
事
院
勧
告
と
岩
手

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
に
、
給
与

の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
二
戸
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
二
戸
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）

◆
補
正
額 　
　

    

３
億
９
６
０
７
万
円

　

国
や
県
か
ら
の
交
付
金
増
額
に
よ
り
、

各
事
業
費
を
拡
充
し
た
り
、
日
常
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
経
費
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

【
主
な
内
容
（
歳
出
）
】

・
情
報
管
理
費　
　
　
　
　

７
７
１
万
円

・
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
６
万
円

・
文
化
会
館
管
理
費　　
　
　

６
８
３
万
円

・
障
害
者
総
合
支
援
給
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
９
９
万
円

・
生
活
保
護
扶
助
費　　
　

３
６
８
２
万
円

・
稲
庭
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
７
０
万
円

・
広
域
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事

　

業
費　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
３
万
円

補
正
予
算

可
決

可
決

可
決

・
住
宅
管
理
費　
　

１
億
１
０
０
０
万
円

・
小
学
校
管
理
費        　

５
２
９
万
円

・
中
学
校
管
理
費　
　

   　

４
８
２
万
円

・
体
育
施
設
管
理
費　　
　
　

３
７
３
万
円

・
学
校
給
食
実
施
事
務
費 

１
１
８
４
万
円

・
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

     　

８
０
１
万
円

※
「
住
宅
管
理
費
」
は
市
営
上
町
住
宅
５

棟
の
新
築
整
備
に
係
る
も
の
で
す
。

※
管
理
費
と
事
務
費
の
増
額
は
、
主
に
物

価
高
騰
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

◆
補
正
額
（
事
業
勘
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
４
０
５
３
万
円

　

給
付
見
込
み
に
伴
う
療
養
給
付
費
と
高

額
療
養
費
な
ど
の
増
額
で
す
。

◆
補
正
額
（
診
療
施
設
勘
定
）
５
１
０
万
円

　

金
田
一
診
療
所
の
職
員
人
件
費
の
増

と
、
受
診
者
等
の
増
加
見
込
み
に
伴
う
医

療
器
材
費
等
の
増
額
で
す
。

○
令
和
４
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

※
財
源
調
整
の
た
め
補
正
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
給
与
改
定

　

次
の
補
正
予
算
６
件
は
人
事
院
勧
告
と

岩
手
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
に
、

給
与
の
改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

○
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）

◆
補
正
額       　
　
　

１
７
３
５
万
円

○
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

◆
補
正
額       　
　
　
　
　

４
７
万
円

○
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

◆
補
正
額       　
　
　
　
　

２
９
万
円

○
令
和
４
年
度
生
活
排
水
処
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
補
正
額       　
　
　
　
　
　

３
万
円

○
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
補
正
額       　
　
　
　
　

１
１
万
円

○
令
和
４
年
度
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
補
正
額       　
　
　
　
　

１
１
万
円 可

決
可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

一般会計は４億 1,342 万円を追加

 12
月
定
例
会

令和４年度補正予算など
全 20 議案を可決

○
二
戸
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例

　

二
戸
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
３
つ
の
施
設
を
、
従
来
の
社
会
教
育
活

動
な
ど
市
民
の
学
び
の
場
と
し
て
の
機
能

は
残
し
つ
つ
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設

に
す
る
と
と
も
に
、
市
民
協
働
を
推
進
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
制
定
す

る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
職
員
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
の
任
用
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
定
年
引
上
げ
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
二
戸
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
に
準
じ
て
職
員
の
定
年
年
齢
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
務
員
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も

の
で
す
。

可
決

可
決

議
決
案
件

可
決

定 例 会 の 概 要 、 主 な 議 案定 例 会 の 概 要 、 主 な 議 案定 例 会 の 主 な 議 案

　

12
月
定
例
会
は
、
12

月
６
日
か
ら
19
日
ま
で

の
14
日
間
開
催
さ
れ
、

本
会
議
や
委
員
会
な
ど

で
活
発
な
議
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正

予
算
案
等
の
議
案
20
件

を
審
査
し
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
提

出
の
条
例
案
１
件
が
可

決
、
意
見
書
案
２
件
が

否
決
、
決
議
案
１
件
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
９
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
市

政
や
教
育
行
政
全
般
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。

可
決

可
決

可
決

可
決
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○
令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

◆
補
正
額       　
　
　
　
　

４
８
万
円

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

                                  

 

次
の
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。

【
教
育
委
員
】

二
戸
市
福
岡　
　

阿　

部　
　
　

歩  

氏 

○
二
戸
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例   

　

議
会
に
お
い
て
議
決
す
べ
き
も
の
に

「
都
市
宣
言
の
策
定
、
変
更
又
は
廃
止
に

関
す
る
こ
と
」
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

○
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書　

　

２
０
２
４
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
の
素
案
で
は
、
利
用
者
負
担
の
増
加

や
給
付
の
削
減
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
に
つ
な
が
る
懸

念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
心
配
を

否
決

議
員
発
議

人
事
案
件

せ
ず
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
、
提
供

で
き
る
制
度
へ
の
改
善
を
す
る
よ
う
国
に

求
め
る
も
の
で
す
。

○
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書   

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
担
税
力
の

弱
い
地
域
の
中
小
業
者
の
経
営
を
一
層
、

成
り
立
た
な
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
国

に
対
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
も
の
で
す
。 

○
「
と
も
に
支
え
合
い
認
知
症
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
政
策
提
言
書

提
出
に
関
す
る
決
議　

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
中
で
高
齢

者
に
お
け
る

｢

認
知
症｣
は
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
二
戸
市
議
会
と
し
て
も
、
認
知
症
に
対

す
る
施
策
は
当
市
の
大
き
な
課
題
の
一
つ
と

捉
え
、｢

と
も
に
支
え
合
い
認
知
症
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
政
策
提
言
書｣

を
取
り
ま
と
め
、
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
提

言
表
明
す
る
も
の
で
す
。

※
本
決
議
に
つ
い
て
は
、
14
ペ
ー
ジ
の
「
議

会
改
革
」
で
も
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

可
決

可
決

同
意

問 

情
報
管
理
費
の
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
保
守
業
務
委

託
料
の
詳
細
は
。

答 

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の

デ
ー
タ
更
新
業
務
で
、
今

年
度
行
わ
れ
た
都
市
計
画

用
途
地
域
変
更
部
分
の

デ
ー
タ
更
新
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

問 

金
田
一
診
療
所
に
お
い

て
、
市
民
の
需
要
に
応
え

る
診
療
体
制
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

答 

金
田
一
診
療
所
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
看
護
師
３

名
体
制
に
、
国
保
予
防
課

の
看
護
師
１
名
を
併
任
と

し
て
派
遣
し
て
い
る
。
ま

た
、
事
務
員
を
１
名
増
や

す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

問 

給
与
の
引
上
げ
に
つ
い

て
、
若
年
層
の
み
と
し
た

根
拠
は
。

営
利
目
的
で
２
倍
に
す
る

か
し
な
い
か
の
基
準
に
つ

い
て
、
今
は
料
金
を
収
受

す
る
か
ど
う
か
で
の
判
断

と
考
え
て
い
た
が
、
具
体

的
な
運
用
に
つ
い
て
基
準

を
作
り
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
少
し
精
査
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問 

第
４
次
定
員
適
正
化
計

画
は
、
今
回
の
法
律
改
正
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
計
画

と
考
え
る
が
、
法
律
改
正
を

盛
り
込
ん
だ
計
画
に
変
更
し

な
く
て
も
よ
い
か
。

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
多
く
の
自
治
体
が

指
定
管
理
委
託
を
行
っ
て

い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
に
館

長
を
置
く
直
営
と
な
っ
た

経
緯
は
。

答 

現
状
を
み
る
と
指
定
管

理
委
託
は
難
し
い
と
捉
え

て
い
る
。

　

今
回
は
施
設
を
利
用
し

や
す
く
す
る
こ
と
を
最
優

先
と
し
て
進
め
た
。
地
域
づ

く
り
の
拠
点
で
あ
る
の
で
、

地
域
の
方
が
運
営
す
る
こ

と
が
理
想
で
あ
り
、
将
来

像
と
し
て
目
指
し
た
い
。

問 

使
用
料
が
２
倍
に
な
る

基
準
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。
営
利
か
非
営
利
か
で

の
違
い
は
あ
る
の
か
。

答 

金
銭
の
収
受
が
発
生
す

る
時
点
で
２
倍
と
想
定
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

条
例
上
は
必
要
が
あ
る
時

は
減
免
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

本
会
議
で
の
質
疑

総
　
　
務

常
任
委
員
会

二戸中央コミュニティセンター

問 

社
会
教
育
法
に
規
定
す

る
施
設
で
な
く
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
公
民
館
活
動
が
後

退
す
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

今
ま
で
の
講
座
等
は
引

き
継
い
で
開
催
す
る
考
え

で
あ
る
。
基
本
的
に
は
生

涯
学
習
も
や
り
な
が
ら
利

用
し
や
す
い
施
設
に
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

問 

職
員
採
用
の
状
況
に

よ
っ
て
、
定
員
適
正
化
計

画
の
職
員
数
を
上
回
る
こ

と
も
あ
る
の
か
。

答 

基
本
的
に
は
定
員
適
正

化
計
画
を
上
限
と
捉
え
て

い
る
。

答 

県
の
人
事
委
員
会
が

民
間
事
業
者
の
給
与
を
参

考
に
し
て
勧
告
を
し
て
い

る
。
そ
の
実
態
調
査
に
お

い
て
、
現
在
の
公
務
員
の

給
与
と
民
間
の
給
与
の
差

額
は
若
年
層
の
ほ
う
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
た
め
、
そ
れ
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
。

問 

現
在
働
い
て
い
る
会
計

年
度
任
用
職
員
は
何
人
か
。

答 

一
般
会
計
に
お
い
て
、

59
人
で
あ
る
。

二
戸
市

二
戸
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
条
例

ン
タ
ー
条
例

二
戸
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

二
戸
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例

セ
ン
タ
ー
条
例

地
方
公
務
員
法
の
一
部

地
方
公
務
員
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施

を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の

行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
等
に
関
す
る
条
例

整
備
等
に
関
す
る
条
例

二
戸
市
会
計
年
度
任
用

二
戸
市
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す

職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

二
戸
市
職
員
の
定
年
前
再

二
戸
市
職
員
の
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の

任
用
に
関
す
る
条
例

任
用
に
関
す
る
条
例

答 

今
回
新
し
い
制
度
が
出

来
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
職

員
の
体
制
な
ど
変
わ
っ
て

く
る
の
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
様
な
状
況
も
踏
ま

え
、
市
全
体
の
職
員
数
は

ど
の
様
な
と
こ
ろ
が
適
正

な
の
か
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

総
合
政
策
部
所
管
分

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
業
務
に
係
る
時
間
外

勤
務
手
当
を
増
額
す
る
理

由
は
。

答 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
係
る
休
日
交
付
業
務

は
、
現
在
11
月
以
降
月
２

回
、
９
時
30
分
か
ら
15
時

ま
で
行
っ
て
い
る
。
申
請

が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
今
後
も
休
日
交

付
の
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に

つ
い
て
、
教
育
振
興
基
金
の

現
在
残
高
と
そ
の
使
い
道
は
。

答 

教
育
振
興
基
金
の
残
高

は
、
令
和
４
年
度
末
見
込

み
で
８
７
３
７
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
主
な
使
い
道

は
、
図
書
に
親
し
む
ま
ち
推

進
事
業
、
学
力
向
上
の
事
業
、

ふ
る
さ
と
探
訪
塾
と
い
う
青

少
年
育
成
事
業
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
高
校

の
魅
力
化
推
進
事
業
等
に
も

充
当
し
て
い
る
。

問 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
光

熱
費
高
騰
に
端
を
発
し
て
い

る
が
、
市
内
学
校
で
も
取
り

組
ん
で
い
る
節
電
対
策
は
あ

る
か
。

答 

夏
場
の
エ
ア
コ
ン
使
用
な

ど
、
学
校
内
で
可
能
な
範
囲

で
節
電
へ
の
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
な
ど

で
電
気
使
用
が
伸
び
て
い
る

の
も
現
状
で
あ
る
の
で
、
今

後
節
電
対
策
を
進
め
て
い
く

努
力
を
し
て
い
く
。

問 

学
校
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

答 

現
状
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

は
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
、

脱
炭
素
の
観
点
か
ら
も
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

た
め
、
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

４

年

度

一

般

会

計

４

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

補
正
予
算
（
第
７
号
）

基金は、かっこう号の更新にも充てられています

４

年

度

一

般

会

計

４

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

補
正
予
算
（
第
７
号
）

かっこう号の蔵書に親しむ児童

　本会議の会議録は、市役所１階　本会議の会議録は、市役所１階

情報公開コーナー、市立図書館、情報公開コーナー、市立図書館、

浄法寺カシオペアセンターに備え浄法寺カシオペアセンターに備え

てあります。平成 18 年度以降の会てあります。平成 18 年度以降の会

議録は二戸市議会ウェブサイトか議録は二戸市議会ウェブサイトか

ら閲覧・検索することもできます。ら閲覧・検索することもできます。

　定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ定例会の一般質問は、カシオペアＦＭ

（周波数 77.9 ＭＨｚ）で録音放送をして（周波数 77.9 ＭＨｚ）で録音放送をして

います。います。

　放送日程は、二戸市議会ま　放送日程は、二戸市議会ま

たはカシオペアＦＭのウェブたはカシオペアＦＭのウェブ

サイトでご確認ください。  サイトでご確認ください。  

会議録の公開会議録の公開 ラジオ放送ラジオ放送

常 任 委 員 会 で の 審 議 定 例 会 の 主 な 議 案定 例 会 の 主 な 議 案

４
年
度
一
般
会
計
補
正

４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

予
算
（
第
７
号
）

４
年
度
国
民
健
康
保
険

４
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

４
号
）

二
戸
市
一
般
職
の
職
員
の

二
戸
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

部
を
改
正
す
る
条
例

否
決

可
決
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議　案　名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

畠
中
　
泰
子 

田
口
　
一
男

岩
崎
　
敬
郎

沼
井
　
賢
壮

戸
来
　
守
和

小
田
島
行
伸

三
浦
　
利
章

新
畑
　
鉄
男

駒
木
　
　
昇

髙
村
　
人
司

出
堀
　
満
則

石
輪
　
成
人

米
田
　
　
誠

菅
原
　
恒
雄

田
中
　
勝
二

國
分
　
敏
彦

内
沢
　
真
申

田
代
　
博
之

議案第１号 二戸市コミュニティセンター条例 × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号 介護保険制度の見直しに関する意見書 ○ ○ 議 × × × × × × × × × × × × × × ×

発議第３号 消費税インボイス制度の実施中止を求
める意見書

○ ○ 議 × × × × × × × × × × × × × × ×

※ 議長は採決には加わりません。　　　　　　※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席

農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

問 

８
月
の
大
雨
被
害
に
よ
る

工
事
費
増
加
の
要
因
と
、
農

家
の
作
付
け
へ
の
影
響
は
。

答 

増
加
要
因
は
、
沖
揚
水
機

場
の
被
害
額
が
２
０
０
０
万

円
か
ら
４
７
０
０
万
円
に

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
作
付

け
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、

大
平
の
水
田
、
手
倉
森
の
畑

は
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
補
助

ま
た
は
自
前
で
復
旧
さ
せ
る

た
め
、
今
後
の
作
付
け
に
は

影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

水
田
活
用
促
進
事
業
費

問 

事
業
費
の
内
容
と
活
用
時

期
は
。

答 

現
在
の
水
田
台
帳
か
ら
農

林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ

ス
「
e
М
Ａ
Ｆ
Ｆ
（
イ
ー
マ

フ
）」
へ
の
デ
ー
タ
移
行
に

か
か
る
費
用
で
あ
る
。
移
行

後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自

宅
か
ら
の
申
請
が
可
能
に
な

る
た
め
、
毎
年
の
事
務
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
。
利
用
可
能

時
期
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
末
か
ら
５
年
度
初
め
の

予
定
で
あ
る
。

浄
法
寺
漆
産
業
振
興
基
金

問 

基
金
の
残
金
と
今
後
の
活

用
に
つ
い
て
は
。

答 

基
金
残
高
は
７
８
６
０
万

円
で
あ
る
。
現
状
は
人
材
育

成
、
原
木
の
植
栽
、
情
報
発

信
の
三
点
を
柱
に
し
た
事
業

推
進
に
活
用
し
て
い
る
。
今

後
は
漆
に
関
わ
る
方
へ
の
住

宅
確
保
や
、
漆
原
木
の
育
成

管
理
の
徹
底
な
ど
、
新
た
な

課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
も
基
金
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

浄法寺漆共進会の各部で金賞受賞の皆さん

食
産
業
事
業
振
興
事
業
上
水

道
負
担
金

問 

対
象
事
業
者
と
負
担
金
増

の
要
因
は
。

答 

対
象
事
業
者
は
８
事
業
所

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
１
事

業
所
が
自
家
水
と
上
水
を
併

用
し
約
２
分
の
１
を
賄
っ
て

い
た
が
、
ホ
ン
プ
故
障
の
た

め
自
家
水
が
使
用
で
き
な
く

な
り
、
上
水
の
使
用
量
が
増

え
た
こ
と
に
よ
る
。

４

年

度

一

般

会

計

４

年

度

一

般

会

計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

補
正
予
算
（
第
７
号
）

３月定例会がはじまります！

詳しい日程は二戸市議会ホームページでご確
認いただくか、議会事務局までお問い合わせ
ください。（電話０１９５- ２３- １６８５）

次回の定例会は、 
２月 27 日 ( 月 ) に開会の予定です。

３月定例会では、新年度の施策とその予算について審議します。
また、市長による市政方針の演述が行われます。

　　　　　　　　「どうなる二戸？どうする二戸？」

討討  
論論

　
　
　
　
　
　
　
　
畠
中
　
泰
子  

議
員

　
こ
の
提
案
は
、
公
民
館
を
社
会
教
育

か
ら
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
公
民
館
と
同
様
に
生
涯
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
く
よ
う
だ
が
、
将
来
的
に

は
指
定
管
理
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
指
定
管
理
に
な
れ
ば
、

年
数
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
生
涯
学
習
の

取
組
、
位
置
づ
け
が
形
骸
化
し
、
希
薄

に
な
っ
て
い
く
と
懸
念
す
る
。

　
生
涯
学
習
の
重
要
性
を
考
え
る
と
、

こ
の
提
案
は
拙
速
で
あ
る
。
慎
重
に
対

応
す
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
す
る
。

内
沢
　
真
申  

議
員

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
仕
入
れ
時
の

消
費
税
を
正
確
に
把
握
し
、
消
費
税
の

控
除
額
を
算
出
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
不
正
や
ミ
ス
を
防
ぎ
、

反  対

　
賛  成

納
税
額
の
算
出
が
容
易
に
な
る
。

　
意
見
書
に
は
「
免
税
事
業
者
に
新
た

な
税
負
担
を
迫
る
増
税
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
消
費
税
の
趣
旨
は
、
国
民

の
誰
も
が
公
平
に
負
担
し
て
、
社
会
保

障
な
ど
を
支
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
課
税
事
業
者
は
、
売
り

上
げ
が
あ
る
た
び
に
一
旦
消
費
税
を
お

預
か
り
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
納
め
て
い

く
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
免
税

事
業
者
の
方
も
制
度
を
積
極
的
に
導
入

さ
れ
、
取
引
を
有
利
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
意
見
書
に

反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
畠
中
　
泰
子  

議
員

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
今
ま
で
免
税

事
業
者
と
し
て
消
費
税
を
納
め
る
こ
と

を
免
除
さ
れ
て
き
た
方
々
に
、
こ
の
未

曽
有
の
不
況
の
中
で
新
た
な
税
負
担
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本

全
体
の
経
済
の
回
復
と
、
地
域
を
支
え

て
い
る
中
小
業
者
の
経
営
継
続
に
大
き

な
痛
手
と
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
こ

の
制
度
に
よ
っ
て
、
も
う
廃
業
し
よ
う

と
い
う
方
々
も
出
て
く
る
と
思
う
。

　
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、
心
配

な
声
、
不
安
な
声
を
国
会
に
上
げ
る
べ

き
と
思
い
、
こ
の
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

議
案
第
1
号
　
二
戸
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例

賛
成

発
議
第
２
号
　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見
書

反
対

審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表審 議 結 果 、 賛 否 の 公 表 常 任 委 員 会 で の 審 議 、 討 論

　

二
戸
市
議
会
だ
よ
り
65

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

９
ペ
ー
ジ
下
段
『
産
業

建
設
常
任
委
員
会
』
の
、

一
つ
目
の
答
の

　
　

川
又
地
区
は
、　

は
、
正
し
く
は
、

　
　

山
内
地
区
は
、

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

反
対

議会のネット中継議会のネット中継

審議結果
議案番号等 議　案　名　等 審議結果

議案

1 二戸市コミュニティセンター条例 可決（賛成多数）

2 二戸市職員の定年前再任用短時間勤務職員の任用に関する条例 可決（全員賛成）

3 二戸市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

4 二戸市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

5 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備等に関する条例 可決（全員賛成）

6 二戸市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

7 令和４年度二戸市一般会計補正予算（第７号） 可決（全員賛成）

8 令和４年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可決（全員賛成）

9 令和４年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

10 教育委員会の委員の任命について 同意（全員賛成）

11 二戸市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

12 二戸市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

13 二戸市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

14 令和４年度二戸市一般会計補正予算（第８号） 可決（全員賛成）

15 令和４年度二戸市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 可決（全員賛成）

16 令和４年度二戸市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

17 令和４年度二戸市生活排水処理事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

18 令和４年度二戸市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

19 令和４年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） 可決（全員賛成）

20 令和４年度二戸市水道事業会計補正予算（第２号） 可決（全員賛成）

発議

1 二戸市議会の議決すべき事件を定める条例の一部を改正する条例 可決（全員賛成）

2 介護保険制度の見直しに関する意見書 否決（賛成少数）

3 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書 否決（賛成少数）

4 「ともに支え合い認知症にやさしいまちづくり」に関する政策提言書提出に関する決議 可決（全員賛成）

賛 否 の公表　採決で賛否が分かれた案件の結果です。氏名の上の数字は議席番号

インターネット（YouTube）で、二戸市議会の議論のようす
を配信しています。二戸市の「いま！」をタイムリーに感じ
たい方は生（ライブ）配信で、ゆっくりと好きな時間に見た
い視聴したい方は録画配信でどうぞ。　

こちらの QR コードから
アクセス！ 　

※
訂
正
の
お
知
ら
せ
※

※
訂
正
の
お
知
ら
せ
※
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　一般質問は、議員が市政全般にわたり事業の執行状

況や考え方などを執行機関に質問するものです。

　本定例会では９人の議員が、下記の項目について質

問に立ちました。（名まえの前の数字は通告順）

に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

生
涯
に
わ
た
り
健
康
に
暮
ら

せ
る
こ
と
を
願
い
、
よ
り
よ

い
都
市
宣
言
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

市
長　

令
和
３
年
６

月
定
例
会
で
の
転
倒

予
防
都
市
宣
言
の
請
願
の
採

択
を
受
け
内
部
で
検
討
を
進

め
な
が
ら
、
国
保
運
営
協
議

会
に
お
い
て
ご
意
見
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
健
康
づ
く
り
全

体
の
内
容
が
よ
い
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
取
り

組
む
内
容
が
よ
い
と
い
っ
た

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
二
戸
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
に
お
い
て
は
、

市
民
が
意
識
で
き
る
よ
う
な

内
容
と
し
て
当
事
者
意
識
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
っ

た
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
転

倒
予
防
を
含
め
た
総
合
的
な

健
康
増
進
に
対
す
る
意
識
醸

成
に
資
す
る
都
市
宣
言
と
し

た
い
。
本
市
の
健
康
づ
く
り

の
課
題
を
踏
ま
え
、
包
括
的

な
都
市
宣
言
と
す
る
こ
と
で
、

市
民
一
人
一
人
が
自
ら
の
健

康
に
関
心
を
持
ち
、
主
体
的

岩
手
県
内
の
都
市
宣

言
の
状
況
は
。

市
長　

都
市
宣
言
と

は
、
住
民
の
幸
せ
を
前

提
と
し
て
目
標
や
特
定
の
事

案
に
対
し
、
自
治
体
と
し
て

こ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
を

宣
言
の
形
で
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
機
運
や
意
識

の
醸
成
を
図
り
な
が
ら
、
住

民
自
ら
の
取
組
の
道
標
と
す

べ
く
行
う
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
県
内
で
は
、
非

核
平
和
に
関
し
て
全
て
の
市

町
村
が
宣
言
し
て
お
り
、
健

康
に
関
す
る
宣
言
は
宮
古
市

の
い
き
い
き
健
康
都
市
宣
言
、

陸
前
高
田
市
の
健
康
文
化
都

市
宣
言
な
ど
、
６
市
町
と
な

っ
て
い
る
。

転
倒
予
防
都
市
宣
言
に

つ
い
て
の
請
願
が
採
択

さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
市
内
部

と
外
部
関
係
団
体
と
の
具
体
的

な
検
討
内
容
は
。

問

出堀  満則  議員

転倒予防のためのロコモ体操

答問

答

９９人の議員が一般質問人の議員が一般質問

①出　堀　満　則　議員

１．転倒予防都市宣言について

②戸　来　守　和　議員

１．　二戸駅前地区の今後のまちづくりについて

２．カーボンニュートラルの二戸市の取組につ

　　いて

３．コロナ禍での学校生活における懸念事項に

　　ついて

４．ふるさと納税額について

③沼　井　賢　壮　議員

１．来年度以降の漆関連事業について

２．クラブ活動の地域移行について

④新　畑　鉄　男　議員

１．浄法寺診療所の医療体制維持について

２．農業資材高騰に対する支援について

３．冬場の除雪について

　 　 一 般 質 問 　　 　 一 般 質 問 　
　　

転
倒
予
防
都
市
宣
言
は

都
市
宣
言
と
し
て
準
備
へ

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る

問答

戸来  守和  議員 

問答

一 般 質 問 　 　一 般 質 問 　 　

自
家
用
車
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
に
向
け
た
電
気
自
動
車
の

導
入
促
進
な
ど
、
国
や
県
の

補
助
制
度
な
ど
が
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
市
民
に
周
知

を
図
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活

で
、
現
段
階
で
問
題
と

な
っ
て
い
る
事
象
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

教
育
長　

学
力
面
で

は
、
学
校
閉
鎖
等
に

よ
る
学
習
の
遅
れ
を
心
配

す
る
声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、

今
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状

況
調
査
で
は
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
状
況
で
概
ね
良
好
で

あ
る
。
生
活
面
で
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
を
心
配
し
て
の
登
校

不
安
の
傾
向
な
ど
の
報
告
も

上
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

当
面
は
、
感
染
状
況
に
よ
り

家
庭
に
い
る
時
間
が
長
く
な

る
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

精
神
面
の
ケ
ア
が
必
要
な
児

童
生
徒
に
個
別
の
状
況
に
配

慮
し
た
対
応
に
努
め
て
い
く
。

益
を
地
域
に
循
環
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
、
行

政
の
予
算
や
人
的
資
源
が
縮

小
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
単
に
自
ら

の
利
益
を
追
求
す
る
の
で
は

な
く
、
得
ら
れ
た
利
益
の
地

域
還
元
や
満
足
感
に
繋
げ
る

な
ど
、
公
益
性
を
持
っ
た
活

動
を
す
る
こ
と
が
民
間
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
る
。

来
年
度
行
う
予
定
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
施
策
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
市
民
一
人
一
人
が

担
う
役
割
は
何
か
。

市
長　

衣
食
住
や
移
動

と
い
っ
た
日
常
生
活

に
起
因
す
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
は
、
日
本
全
体
の

排
出
量
の
６
割
を
占
め
る
と

言
わ
れ
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
へ
向
け
て
、

来
年
度
も
引
き
続
き
住
宅
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
促
進
や
、

二
戸
駅
前
の
ま
ち
づ
く

り
で
、
行
政
の
役
割
と

は
何
か
。
ま
た
、
民
間
の
役

割
と
は
何
か
。

市
長　

行
政
の
役
割
は
、

基
盤
整
備
と
法
的
規

制
に
よ
り
民
間
が
活
動
す
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る

と
思
う
。
ま
た
、
民
間
の
役

割
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

視
点
を
踏
ま
え
る
と
一
般
的

に
企
業
に
求
め
ら
れ
る
株
主

の
利
益
向
上
や
企
業
価
値
の

向
上
な
ど
と
は
異
な
る
。
公

益
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
利二戸駅前東口区画整理事業も佳境へ

日
本
遺
産
認
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

提
言
や
提
案
を
踏
ま
え
、
漆

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
向

性
を
持
っ
て
発
展
を
遂
げ
て

い
く
考
え
か
。

市
長　

日
本
遺
産
認
定

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出
さ

れ
た
主
な
提
言
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
、
仲
間
を
増
や
す
こ
と
、

文
化
資
源
を
生
か
し
て
ど
ん

な
価
値
を
生
む
か
考
え
る
こ

と
の
３
点
に
概
ね
集
約
さ
れ

る
と
捉
え
て
お
り
今
後
の
取

組
に
生
か
し
て
い
く
。
ま
た
、

安
比
川
流
域
の
７
つ
の
物
語

を
ま
と
め
た
奥
南
部
漆
物

語
を
製
作
し
配
付
し
た
。
今

後
日
本
遺
産
の
事
業
を
展
開

す
る
に
当
た
り
、
こ
れ
を
基

本
と
し
て
進
め
た
い
。
天
台

寺
周
辺
は
、
奥
南
部
漆
物
語

の
ゴ
ー
ル
地
点
と
位
置
づ
け
、

浄
法
寺
漆
等
の
価
値
を
伝
え

問

問

答

答

沼井  賢壮  議員 

め
ら
れ
て
い
る
が
、
将
来
の

二
戸
市
の
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術

文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
重
要

な
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
市

教
委
と
し
て
は
、
将
来
に
わ

た
り
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
芸
術
活
動
に
継
続
し
て
親

し
め
る
よ
う
課
題
を
整
理
し
、

学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文

化
関
係
団
体
と
部
活
動
の
地

域
移
行
の
在
り
方
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
い
く
。

学
ぶ
場
と
し
て
エ
リ
ア
整
備

も
検
討
し
て
い
く
。

教
育
現
場
の
働
き
方

改
革
に
端
を
発
し
た

と
は
い
え
、
子
育
て
世
代
や

当
該
世
代
か
ら
の
関
心
は
高

ま
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
ま

た
、
地
域
指
導
者
と
い
う
新

た
な
雇
用
形
態
が
確
立
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
人
口
減
少

対
策
に
も
関
係
す
る
も
の
と

考
え
る
。
様
々
な
視
点
が
交

錯
す
る
と
捉
え
る
が
見
解
は
。

市
長　

課
題
は
あ
る

が
現
状
を
踏
ま
え
関

係
団
体
と
協
議
を
行
い
、
生

徒
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き

る
環
境
と
な
る
よ
う
十
分
に

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

教
育
長　

教
職
員
の

働
き
方
の
改
善
を
主

眼
と
す
る
考
え
方
の
も
と
進

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行

福岡中学校の中総体岩手県大会優勝報告会

民
間
の
役
割
は
　

公
益
性
を
持
っ
た

二
戸
市
の
漆
が
更
な
る
発
展
を

天
台
寺
周
辺
が
奥
南
部
漆
物
語
の
ゴ
ー
ル
地
点

　
エ
リ
ア
整
備
を
検
討

遂
げ
る
た
め
の
方
向
性
は

⑤髙　村　人　司　議員

１．市内街路灯の修理について

２．福岡工業高校への今後の支援について

３．ふるさと納税返礼品について

⑥國　分　敏　彦　議員

１．ゴミ収集について

２．　九戸城の全体像は？

３．市内業者の育成について

４．各学校長に自由に使える予算を

⑦内　沢　真　申　議員

１．物価高騰への対応について

⑧田　口　一　男　議員

１．市道整備と地域の除排雪について

２．目安箱の設置について

３．食料自給率の向上について

⑨畠　中　泰　子　議員

１．新型コロナウイルス感染拡大と物価高騰か

　　ら市民の健康、暮らしと営業を守る対策

２．マイナンバーカードの取得義務化につなが

　　る「健康保険証廃止」について

３．「高校再編」で見えた市の説明責任の欠如と

　　公文書管理の問題

二
戸
駅
前
ま
ち
づ
く
り
の

継
続
的
な
事
業
展
開
が
必
要

問答

答
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問答

新畑  鉄男  議員 

問答

一 般 質 問

浄
法
寺
診
療
所
の
後
任

医
師
確
保
の
状
況
は
現

在
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
築
48
年
と
な
り
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
が
将
来
的

な
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

令
和
５
年
１
月

以
降
の
診
療
体
制
は
二

戸
医
師
会
へ
協
力
を
お
願
い

す
る
他
、
岩
手
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
を
通
じ
医

師
確
保
を
目
指
し
て
い
る
が

医
師
の
確
保
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
支
援
を
頂
い
た
県
立

二
戸
病
院
と
岩
手
医
科
大
学

に
応
援
医
師
の
派
遣
を
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な

調
整
を
進
め
て
い
る
。
地
域

の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
常
勤

医
師
の
確
保
に
全
力
で
取
り

組
む
。
診
療
所
は
昭
和
49
年

の
建
築
後
、
平
成
25
年
度
に

耐
震
改
修
工
事
や
屋
根
の
改

修
な
ど
維
持
管
理
に
努
め
て

き
た
が
、
診
療
所
の
利
便
性

確
保
に
努
め
な
が
ら
検
討
を

進
め
る
。

問

問答

答

金
約
７
０
０
０
万
円
を
交
付

し
た
。
物
価
高
騰
対
策
支
援

は
申
請
期
限
を
12
月
末
に
し

て
未
申
請
者
へ
再
度
案
内
を

行
う
。
市
が
創
設
し
た
支
援

事
業
や
国
の
支
援
を
活
用
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
生
産
者

が
安
心
し
て
生
産
に
取
り
組

め
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

除
雪
体
制
や
除
雪
機

械
の
使
い
方
に
つ
い

て
昨
年
度
以
上
に
強
化
す
る

も
の
は
何
か
。

市
長　

除
雪
機
械
の

更
新
を
計
画
的
に
行

っ
て
お
り
、
今
年
度
は
二
戸

地
区
の
11
ト
ン
級
除
雪
ド
ー

ザ
ー
１
台
と
浄
法
寺
地
区
の

14
ト
ン
級
除
雪
ド
ー
ザ
ー
を

１
台
更
新
し
た
。
ま
た
管
理

者
の
異
な
る
交
差
点
部
の
除

雪
に
つ
い
て
は
、
通
行
に
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
国
県

を
交
え
た
二
戸
市
除
雪
連
絡

会
議
で
再
確
認
し
て
い
る
。

農
業
分
野
に
お
い
て
、

飼
料
や
生
産
資
材
の
高

騰
が
続
い
て
い
る
。
４
月
に

は
肥
料
に
対
す
る
助
成
が
あ

り
８
月
に
は
農
産
物
原
料
高

騰
対
策
支
援
事
業
と
し
て
補

助
が
行
わ
れ
た
が
今
後
の
対

策
は
。市

長　

物
価
高
騰
は
各

方
面
に
影
響
が
出
で

て
い
る
こ
と
か
ら
、
８
月
に

販
売
農
家
を
対
象
に
農
畜
産

物
原
料
価
格
対
策
支
援
事
業

を
実
施
し
11
月
末
時
点
で
約

３
０
０
件
の
生
産
者
へ
支
援

髙村   人司  議員 

現
在
返
礼
品
を
納
め
て

い
る
業
者
以
外
や
個
人

事
業
主
で
も
返
礼
品
に
登
録

す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

市
長　

返
礼
品
の
登

録
申
請
が
あ
っ
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
返
礼
品
の
基
準

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
が
対
象
と
な
る
。
例
え
ば

市
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た

も
の
、
市
内
に
お
い
て
返
礼

品
等
の
製
造
、
加
工
、
そ
の

他
の
工
程
の
う
ち
主
要
な
部

分
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
相

応
の
付
加
価
値
が
生
じ
て
い

る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
詳
し

い
基
準
な
ど
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
く

か
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

電
球
切
れ
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
内
２
９
１
基

を
調
査
し
た
結
果
、
８

月
末
時
点
で
球
切
れ
が
37
基
、

ま
っ
た
く
明
か
り
が
つ
か
な

い
も
の
が
９
基
、
日
中
で
も

点
灯
し
て
い
る
も
の
が
２
基

で
あ
る
。今年

度
内
に
修
理
を
し

て
い
た
だ
け
る
の
か
。

市
長　

現
在
の
管
理

に
つ
い
て
は
、
電
気

代
は
市
、
球
切
れ
な
ど
の
修

理
は
地
元
組
織
に
お
願
い
し

て
い
る
。
今
後
は
、
15
組
織

か
ら
維
持
管
理
は
市
に
任
せ

た
い
と
の
事
か
ら
、
維
持
管

理
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
は

新
年
度
予
算
で
お
示
し
め
し

し
た
い
。

支
援
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

魅
力
化
支
援
の

取
り
組
み
や
要
望
を
継

承
し
つ
つ
、
統
合
等
の
状
況
変

化
に
対
応
し
た
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
市
内

高
校
が
多
く
の
生
徒
に
選
ば
れ

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

統
合
後
の
福
岡
工
業
高

校
へ
の
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。教

育
長　

こ
れ
ま
で
広

報
で
学
校
の
特
徴
や
特

色
な
ど
を
紹
介
し
た
り
、
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
を
行

っ
た
り
し
て
き
た
。
統
合
後

は
魅
力
化
事
業
全
体
の
見
直

し
も
含
め
た
検
討
が
必
要
で

あ
り
今
後
具
体
的
な
内
容
を

詰
め
て
い
き
た
い
。

市
内
県
立
高
校
へ
の
来
年
度

入
学
者
支
援
に
つ
い
て

福岡工業高校で旋盤を使用して作製した木製パズル

常勤医師の確保が待たれる浄法寺診療所

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

国
の
基
準
に
適
合
し
総
務
大
臣
の

指
定
を
受
け
る
事
が
必
要

浄
法
寺
診
療
所
の
診
療
体
制
は

常
勤
医
師
確
保
に
全
力
で
努
め
る

問答

國分  敏彦  議員 

問答

問答 学
校
長
に

自
由
に
使
え
る
予
算
を

３
ケ
月
前
と
比
較
し
て

ゴ
ミ
の
収
集
状
況
は
変

わ
っ
て
い
な
い
が
市
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
実
行
し
た
の
か
。

市
長　

現
状
で
は
分
別

さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ
の

排
出
や
所
定
の
収
集
場
所
で
な

い
と
こ
ろ
に
ゴ
ミ
を
出
す
事
例

は
あ
る
。
来
年
度
か
ら
ゴ
ミ
収

集
日
程
表
に
収
集
時
間
の
決
ま

り
を
よ
り
目
立
つ
よ
う
掲
載
し
、

市
民
一
人
一
人
の
意
識
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

九
戸
城
の
全
体
像
は
ど

の
様
に
な
る
か
パ
ー
ス

等
で
市
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
歩
道
部
分
は
伐
採

し
た
枝
葉
を
使
用
し
た
循
環
型

リ
サ
イ
ク
ル
舗
装
材
を
使
用
し

た
方
が
九
戸
城
の
景
観
に
合
う

の
で
は
な
い
か
。

市
長　

現
在
令
和
７
年

度
ま
で
の
整
備
計
画
で
工

事
を
進
め
て
い
る
。
令
和
２
年

度
か
ら
本
丸
・
二
ノ
丸
整
備
工

事
に
着
手
し
て
本
丸
地
区
で
の

芝
生
植
栽
が
完
了
し
た
。
今
後

は
整
備
状
況
も
含
め
て
広
報
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
周
知
に
努
め

て
い
く
。
歩
道
整
備
に
つ
い
て

は
文
化
庁
や
史
跡
九
戸
城
跡
整

備
指
導
委
員
会
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

駅
周
辺
の
区
画
整
理
事

業
で
住
宅
工
事
を
行

う
に
あ
た
り
、
市
内
業
者
に

工
事
を
お
願
い
し
た
場
合
は
、

施
主
に
地
域
商
品
券
等
で
補

助
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

令
和
３
、
４
年

度
工
事
で
は
３
割
ほ
ど

が
市
外
業
者
に
よ
る
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
公
費
で
移
転

補
償
を
行
っ
て
い
る
工
事
に

公
費
で
の
補
助
は
現
時
点
で

考
え
て
い
な
い
。

各
学
校
長
に
年
間
自

由
に
使
え
る
予
算
が

あ
れ
ば
各
学
校
の
特
色
が
出

る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

教
育
委
員
会

と
連
携
し
学
校
長
の

考
え
や
発
想
を
学
校
運
営
に

活
か
せ
る
よ
う
必
要
に
応
じ

た
予
算
措
置
を
進
め
て
い
く
。

冬の九戸城跡（二の丸から本丸を臨む）

問

問答

答

答

物
価
高
騰
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。
ど
の
よ
う

な
業
種
が
経
営
難
と
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
原

油
価
格
の
上
昇
、
円
安
な

ど
複
合
的
な
要
因
が
重
な

り
、
原
材
料
や
資
材
が
高
騰

し
、
そ
の
費
用
を
商
品
等
に

転
嫁
し
た
こ
と
に
よ
り
、
物

価
高
騰
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
飲
食
店
や

小
売
業
、
製
造
業
、
運
送
業

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
影

響
が
出
て
い
る
。
電
気
代
等

の
値
上
が
り
に
よ
り
経
費
が

増
大
し
、
価
格
転
嫁
で
き
て

い
な
い
事
業
者
は
経
営
が
厳

し
い
と
考
え
て
い
る
。
先
を

見
通
せ
な
い
電
気
や
ガ
ス
な

ど
の
値
上
げ
が
今
後
の
経
営

に
大
き
く
影
響
す
る
業
種
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
警
戒

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
商
工
会
、
金
融
機
関
な
ど

と
連
携
し
、
事
業
者
の
状
況

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
以
降
の
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
策
は
。

市
長　

市
内
で
の
消
費

喚
起
や
事
業
者
の
新
規

事
業
展
開
へ
の
支
援
、
商
工

事
業
者
や
農
業
者
、
福
祉
・

保
育
施
設
に
対
す
る
燃
料
価

格
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
の
支
援
、
市
民

や
子
育
て
世
帯
へ
の
物
価
高

騰
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
一

般
財
源
１
億
７
千
万
円
を
含

む
８
億
５
千
万
円
の
予
算
を

計
上
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
に
お
い
て

も
、
財
源
の
課
題
は
あ
る
が
、

地
域
経
済
の
回
復
と
安
全
安

心
な
市
民
生
活
の
確
保
を
図

る
た
め
、
物
価
高
騰
や
電
気

料
金
の
単
価
見
直
し
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
国
、
県

の
対
応
方
針
を
注
視
し
た
上

で
、
市
独
自
の
支
援
策
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

電
気
料
金
の
大
幅
改
定

が
来
年
度
予
算
編
成
に

与
え
る
影
響
は
。

市
長　

年
間
予
算
と

す
れ
ば
、
少
な
く
と

も
１
億
円
前
後
の
影
響
が
出

て
く
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

税
収
や
地
方
交
付
税
が
減
少

し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い

る
中
、
電
気
料
金
を
は
じ
め

維
持
管
理
費
の
捻
出
に
つ
い

て
は
、
昨
今
の
物
価
高
騰
に

よ
る
市
民
生
活
の
影
響
な
ど

を
踏
ま
え
、
上
水
道
、
下
水

道
料
金
な
ど
も
含
め
、
極
力

公
共
料
金
へ
の
価
格
転
嫁
は

行
わ
な
い
方
針
で
現
在
予
算

の
調
整
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

問

物価高騰が切実

内沢  真申  議員 

一 般 質 問

ゴ
ミ
収
集
ル
ー
ル
の
再
度
徹
底
は

集
積
場
の
整
備
集
約
化
を
進
め
る

電
気
料
金
改
定

公
共
料
金
へ
の

価
格
転
嫁
は
行
わ
な
い
方
針

新
な
物
を
考
え
て
い
る
の
か

問答
市
内
の
街
路
灯
に
つ
い
て

問答問答

来
年
度
予
算
へ
の
影
響
は

問答

ゴ
ミ
の
収
集
状
況

九
戸
城
の
全
体
像

地
元
業
者
の
育
成

問答

学校の予算は各学校の運営方針や要望を

踏まえたものとなっている。
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問答

田口  一男  議員 

問答
市
民
の
小
さ
な
声
を
聞
く
市
政

一 般 質 問

商
店
街
や
通
学
路
の
両

脇
に
除
雪
に
よ
り
雪
が

積
み
上
が
り
、
危
険
で
あ
る
。

排
雪
も
含
め
た
雪
害
対
策
と

市
道
の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

市
道
の
除
排
雪

は
、
車
道
が
10
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
が
20
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
降

雪
に
出
動
し
、
排
雪
は
シ
ー

ズ
ン
に
１
、
２
回
行
っ
て
い

る
。
今
後
排
雪
回
数
を
増
や

し
た
り
、
業
者
委
託
を
活
用

し
て
、
小
ま
め
な
排
雪
を
心

が
け
、
冬
道
の
安
全
確
保
に

万
全
を
期
す
。

　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

市
の
作
業
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
の
で
地
域
の
皆
様
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

道
路
の
耐
用
年
数
は
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
10
年
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
部
が

15
年
と
な
っ
て
い
て
、
市
道

も
こ
れ
を
目
安
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
状
況

に
よ
り
、
損
傷
度
合
が
大
き

く
異
な
る
の
で
、
今
後
、
平

問

問答

答

成
25
年
、
26
年
の
道
路
施
設

点
検
に
応
じ
た
優
先
順
位
に

よ
る
補
修
計
画
に
基
づ
き
維

持
管
理
を
行
う
。

各
種
選
挙
の
低
投
票
率

は
、
政
治
不
信
や
無
関

心
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

改
善
の
為
に
も
「
す
ぐ
や
る

課
」「
目
安
箱
」
等
を
設
け
、

速
効
性
あ
る
取
組
は
ど
う
か
。

市
長　

日
頃
か
ら
懇
談

会
や
町
内
会
や
各
種
団

体
の
総
会
に
も
参
加
し
、
意
見

や
課
題
を
直
接
聞
い
て
い
る
。

　

目
安
箱
の
設
置
は
、
メ
ー
ル

畠中  泰子  議員 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
第
８
波
と
40
年
ぶ

り
の
急
激
な
物
価
高
騰
の
影

響
と
対
策
は
。
学
校
給
食
費

無
償
や
国
保
税
子
ど
も
の

均
等
割
廃
止
等
の
負
担
軽
減
、

危
機
に
直
面
す
る
畜
産
酪
農

へ
の
追
加
支
援
が
必
要
で
は
。

市
長　

事
業
者
は
厳
し

い
経
営
と
考
え
る
。
商

工
会
と
連
携
し
て
効
果
的
支

援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
保
税
は
政
令
で
定
め
る
基

準
に
従
っ
て
賦
課
す
る
こ
と

か
ら
、
市
独
自
に
均
等
割
を

廃
止
す
る
こ
と
は
す
べ
き
で

は
な
い
。

　

配
合
飼
料
の
平
均
輸
入
原

料
価
格
の
昨
年
同
期
比
50
％

近
い
上
昇
と
な
り
、
畜
産
農

家
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
市
の
交
付
金

事
業
、
国
・
県
の
補
填
・
補

助
事
業
を
有
効
に
活
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
今
後
も
国
等

の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
県

や
畜
産
関
係
団
体
と
連
携
し

農
家
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

教
育
長　

教
職
員
に
は

コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
が
増

加
し
て
お
り
、
行
事
の
見
直

し
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
の

配
置
、
事
務
改
善
等
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
い
る
。　

　

児
童
生
徒
に
は
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
不
安
感
や
学
校

生
活
の
制
約
等
に
よ
る
負
担

感
が
あ
り
、
自
宅
待
機
の
児

童
生
徒
に
は
自
宅
で
の
自
主

学
習
や
待
機
解
除
後
に
学
校

で
の
補
習
を
行
い
学
習
サ
ポ

ー
ト
を
し
、
休
み
時
間
の
過

ご
し
方
や
給
食
時
間
の
対
応

等
、
児
童
生
徒
同
士
が
関
係

性
を
深
め
な
が
ら
学
校
生
活

を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

給
食
に
係
る
食
材
費
に
つ

い
て
は
保
護
者
が
負
担
す
る

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活

用
に
よ
り
給
食
費
の
値
上
げ

を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

支
援
す
る
目
的
は
達
成
さ
れ

て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
義
務
化
す
る
こ
と
は

違
法
と
考
え
る
。
見
解
は
。

市
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
本
人
の
意
志

に
よ
り
申
請
し
、
交
付
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
保
険
証
廃

止
に
お
い
て
も
変
わ
り
が
な

い
も
の
と
認
識
す
る
。
将
来

的
に
は
カ
ー
ド
の
保
有
状
況

に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
も
制
度
や
メ
リ
ッ

ト
の
周
知
に
努
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
の
一
体
化

市内酪農家の搾乳の様子

「市長へのメール」入力画面

国
等
の
状
況
を
注
視
し

関
係
団
体
と
連
携

市
道
の
除
排
雪
は
急
務

冬
道
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す

問答 食
料
自
給
率
の
向
上
を

や
市
長
へ
の
手
紙
で
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
ご
案
内
が

あ
れ
ば
出
席
し
、
今
後
も
対
話

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

食
料
危
機
と
言
わ
れ
、

日
本
の
自
給
率
は
38
％

と
低
水
準
で
あ
る
中
、
二
戸

市
の
農
業
生
産
額
の
見
通
し
、

地
産
地
消
、
農
業
後
継
者
へ

の
施
策
を
伺
う
。

市
長　

二
戸
エ
リ
ア
で

は
、
令
和
４
年
度
は

93
億
円
が
目
標
で
あ
る
。
ブ

ラ
ン
ド
果
樹
取
組
強
化
や
優

良
血
統
和
牛
繁
殖
素
牛
の
導

入
で
新
た
な
担
い
手
の
確
保

な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。
葉

た
ば
こ
廃
作
地
の
活
用
に
よ

る
品
目
導
入
な
ど
新
た
な
取

組
が
見
え
始
め
て
い
る
。
市

で
は
農
家
所
得
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
関
係
機
関
と
連

携
し
て
支
援
し
て
い
く
。
地

産
地
消
の
取
組
と
し
て
は
、

安
全
安
心
の
農
産
物
を
学
校

給
食
に
提
供
し
て
い
る
。

〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47　二戸市議会事務局
TEL ：0195-23-1685　FAX ：0195-23-1633

ホームページ　　　http://www.city.ninohe.lg.jp/info/2148

メールアドレス　gikai@city.ninohe.iwate.jp　

下のＱＲコードからも

ホームページにアクセス

できます↓　カシオペア FM で一般質問の録音を放送しています。放送は 19
時～ 21 時頃と９時～ 11 時頃の２回です。放送日は一般質問終了
後の調整となります（ホームページでお知らせします）。
　この放送についてのご意見、ご感想をお寄せください。

●議会放送　お聴きいただきご意見をお寄せください●

議会活動の報告 (11 月から１月）

　11 月　29 日　閉会中の議会運営委員会

　　　　　　　　  議員全員協議会

　　　　　  　　　閉会中の議会運営委員会

　　　　　  　　　閉会中の文教福祉常任委員会

　　　　　  　　　閉会中の産業建設常任委員会

　

　12 月　  ２日　議会運営委員会

　　　　 　６日～ 19 日　12 月定例会

　　　　　22 日　議会改革推進委員会

　　　　　23 日　広聴広報委員会 広報部会

　　　　　27 日　閉会中の議会運営委員会

　 １月　  13 日　議員全員協議会

　　　　　　　　  広聴広報委員会 広聴部会

　　　　  　　　　議会改革推進特別委員会

　　　　　19 日　広聴広報委員会 広報部会

　　　　　24 日　議会運営委員会

　　　　　26 日　１月臨時会

　　　　　　　　  広聴広報委員会 広聴部会

　　　　　　　  　広聴広報委員会 広報部会

二戸市法人会の菅陽悦会長㊨　

11 月 30 日に、二戸法人会（菅 陽悦会長）様が

岩崎議長のもとを訪れ、「令和５年度税制改正に

関する提言」を手渡しました。

主な内容は、

 ・ポストコロナの経済再生と財政健全化を目指し

　た財財政改革の実現

 ・持続可能な社会保障制度の確立

 ・中小企業の活性化に繋がる税制

　などを求めるものです。

畜
産
・
酪
農
へ
の
追
加
支
援
は

答

議 会 活 動 の 報 告 な ど

「令和５年度

  税制改正に関する提言」

　１月 26 日に令和５年１月臨時会が招集され、市長提出の議案４件について審議がなされました。

　■ 議案第１号　令和４年度二戸市一般会計補正予算（第９号）　【 原案可決 】

　　　主な内容　道路の老朽化対策や通学路の交通安全対策等を推進する

　　　　　　　道路新設改良事業

令和 ５ 年 １ 月　臨時会令和 ５ 年 １ 月　臨時会

　■ 議案第２号　令和４年度二戸市下水道事業特別会計補正予算

　　（第３号）　【 原案可決 】

　　　長瀬ポンプ場監視制御設備等改築工事

　■ 議案第３号　令和４年度二戸市土地区画整理事業特別会計補正予算

　　（第４号）　【 原案可決 】

　　　区画道路の整備

　　　晴山地区などの建物移転補償

　■ 議案第４号　教育委員会の教育長の任命について　【 同意 】

　　　教育長の任命について同意しました。　二戸市福岡　鳩岡矩雄氏 教育長に再任となった鳩岡矩雄氏　
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市民と市政をつなぐ 議会改革   
二戸市議会は「議会改革」を進めています。

政策立案等に関する指針に基づき、文教福祉常任委員会は

「ともに支え合い認知症にやさしいまちづくり」に関する政策提言書

提出の発議を行い、可決されました。

出堀満則文教福祉常任委員会委員長から

岩崎敬郎議長に政策提言書が手渡されました

議会からの政策提言は初めてのことです

岩崎敬郎議長から藤原淳市長に政策提言書が

手渡されました 令和４年12月19日

二戸市議会災害対応指針及び二戸市議会災害対応連絡会議設置要綱を定めました。

大規模災害時においては当局と連携し、被災市民の救援と被害復旧のために、非常の事態に即応

した役割を果たすことが求められています。

基本姿勢や災害対応の基本方針、災害発生時の対応を定めたものです。

二戸市議会タブレット端末貸与及び運用規程を定めました。

翌年度から議会や委員会においてタブレット端末を導入する予定となっており

ます。現在の情報化社会において、効率的で迅速な議会運営、議会審議、情報の

共有化、議会の活性化等を推進するため、タブレット端末の適正な運用に関し、

必要な事項を定めるものです。

二戸市議会意見箱設置要綱を定めました。

市民の皆様から、議会に対するご意見、ご質問、ご要望、ご提言などをお寄せ

ください。意見箱は市役所（３階議場傍聴席出入口･１階議会モニター付近）及び

浄法寺総合支所に設置する予定です。その他、郵送、電子メール、ファクシミリ

による提出も可能です。ご意見への回答については送付や議会ウェブサイト等で

公表することとしております。

議 会 改 革ク イ ズ 、 ご 意 見 箱

　新年おめでとうございます。昨年は、市長選挙や参院選挙も

あり選挙イヤーでありましたが、今年も統一地方選挙がありま

す。二戸市は投票率の向上が課題となっていますが、市民の皆

様に目に見える形で住み暮らす街に良い変化を感じていただけ

る事が、投票率向上につながると感じております。私たちは、

< 編  集  後  記 >< 編  集  後  記 >

＊広聴広報委員会

　　委員長　   石  輪  成 人　

　

＊広報部会

   　部会長   　田 口   一 男

   　副部会長　小田島  行 伸

   　委　員   　沼 井   賢 壮

　　　　　      戸 来   守 和

　　　　　　　内 沢   真 申

▪ 応募方法　

　クイズの答えと住所、氏名、年齢、議会への
ご意見、議会だよりを読んだ感想やご意見をご
記入のうえ、ハガキやファックス、電子メール
でご応募ください。 
　正解者の中から抽選で５人に「図書カード」
1,000 円分をお贈りします。当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます。

※ご意見、感想等は議会だよりの紙面でご紹介
させていただくことがありますのでご了承くだ
さい。（氏名非公開）

（  前回の答え…   「 偲ぶ 」  ）

紙面の中から答えを見つけてね！

議会だよりクイズ

下の○に当てはまる言葉（２文字）を入れて

ください。

　　昨年迎えた
　　「新幹線ＩＧＲ開業○○周年」    

　この頃の政治は「若い人たちのために」ば
かりで、「年金だけの人のために」を何も
考えていないように思います。年金暮らし
の人も過ごしやすい二戸市になってほし
い。（金田一の方）　

 ご意見箱

みなさまの
声を聞かせて！

クイズにご応募いただいた
皆さまからのご意見を
ご紹介しながら、
二戸市の今を考えます。　　

コロナ禍で少人数での交流しかできない
が、講座や健康的なことができる集まり
を増やしてほしい。（浄法寺町の方）

▪ あて先 

〒 028-6192　二戸市福岡字川又 47
　　　　　　  二戸市議会事務局  議会だより  係

　F  A  X  ：0 １９５－２３－ 1 ６３３
　メール： gikai@city.ninohe.iwate.jp

▪ 締　切

　令和５年３月 23 日（水）
　※ 当日消印有効　　　　

　世界的に食料の不足や気候変動による不安
定化がいわれる中、日本も自給率が 38％
以下と先進国の中で最も低いといわれます。
高齢化やコスト面等から耕作放棄地が増え
ています。国、県、市が農地を元に戻す政
策を計り、畜産飼料等を自給できるようボ
トムアップを計ってほしい。（安比の方）

令和３年度決算について、実質収支が黒字
だったので少し安心しました。でも、単年
度収支は赤字ということでした。税金は有
意義に使ってほしい。（堀野の方）

二戸に良い変化が起きる期待感を持って頂けるよ

うに取り組んでいきます。今回の議会だよりも未

来の二戸のために、一読頂けると幸いです。

　今年もよろしくお願いします。（戸来 守和  記）

議会へご意見等もお寄せください！



　　　にのへ市議会だより  66 号　　　令和５年２月 15 日　　　　　- 16 -

　
発

行
／

二
戸

市
議

会

    編
集

／
広

聴
広

報
委

員
会 　

　
 〒

0
2

8
-6

1
9

2
　

岩
手

県
二

戸
市

福
岡

字
川

又
４

７

     Ｔ
Ｅ

Ｌ
0

1
9

5
（

2
3

）
3

1
1

1
　

  Ｆ
Ａ

Ｘ
0

1
9

5
（

2
3

）
1

6
3

3
に

の
へ

市
議

会
だ

よ
り

　
６

6
号

に
の

へ
市

議
会

だ
よ

り
　

６
6

号

二戸市議会のホームページ　　　　　　 http://www.city.ninohe.lg.jp/info/2148

二戸市議会のメールアドレス 　　　 gikai@city.ninohe.iwate.jp　

右のＱＲコードからも

ホームページにアクセス

できます→

　私たちは、旧中央公民館の一閑張（いっかんばり）

講座で知り合った仲間たち。毎週集まるようにな

ってもう８年になります。楽しくおしゃべりしな

がら、和服から洋服や小物へのリメイク、布ぞう

りや編み物など、さまざまな作品作りにチャレン

ジし、文化祭へ出展しています。初めは面倒だな

と思っていても、教えあったり工夫したりしてな

んとか作品が仕上がったときは、達成感でいっぱ

いになります。仲間たちの協力や励ましに支えら

れています。

　年齢を重ねるとままならないことも多くなりま

すが、地元で気の合う仲間たちと、のんびり好き

なことをするのも幸せなことだと実感する今日こ

の頃です。

代表  千
ち だ

田 のい子  さん

～ 仲良しで手作りを楽しんでいます ～～ 仲良しで手作りを楽しんでいます ～声 の

KOE NO HIROBA

ひひろろばば 「布あそび」

このコーナーでは、市民の皆さまのまちづくりに対する

思いを紹介します。みなさまと一緒に、このまちの未来

を考えていきたいと思います。

※新型コロナウイルスの流行状況により、市役所１階ホール、浄法寺
総合支所の１階ホールで生中継をご覧いただく場合があります。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

～議会の傍聴が

　　　できます～

なにゃーとメッセホールをクリスマスバージョンに！　（令和４年 12月 3日、4日）

新幹線 IGR ２０周年記念事業新幹線 IGR ２０周年記念事業

カシオペアクリスマスカシオペアクリスマス


